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　次号は5月15日の発行です。季刊のアジア特集
「Asia 版」は東南アジアでインドネシアに次ぐ経済
規模を誇るタイや、その隣国ラオスに注目します。また、
4月から新3カ年中期経営計画をスタートした山善の
長尾雄次社長インタビューも。
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灼熱列島ニッポン

使いやすい
パワーツールの条件

製造現場の「酷暑対策」

激増する熱中症被害

　自由度の高い操作性で、省力化と時間短縮が可能なパワー
ツールに注目した。作業環境、使用者によって大きく変わるの
が「使いやすさ」。パワーツールメーカーは多様化する市場ニー
ズを仕様やデザインに反映している。

　観測上の「冷夏」と言われた2009年を境に、例年猛暑に
襲われるようになった日本列島。世界的な気候変動を鑑みると、
今後も従来の対策では乗り切れない厳暑が当たり前となる可
能性が極めて高く、製造現場にも新たな取り組みが求められ
ている。

複
数
の
自
動
化
案
件
を
こ
な
し
き
る

「役職無し」のフラット環境

　

５
Ｇ
（
第
５
世
代
移
動

通
信
）
の
話
題
が
製
造
業

の
世
界
で
も
よ
く
聞
か
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
基
地

局
設
置
に
絡
み
、
試
作
型

分
野
に
大
量
の
発
注
が
出

だ
し
た
、
と
い
っ
た
話
も

１
カ
月
ほ
ど
前
か
ら
耳
に

す
る
。
い
よ
い
よ
、
と
い
う

感
じ
だ
▼
な
に
せ
経
済
効

果
は
国
内
の
製
造
業
・
オ

フ
ィ
ス
関
連
だ
け

で
13・４
兆
円
（
総

務
省
調
べ
）。
国
内

全
体
だ
と
約
50
兆

円
（
同
）。
さ
ら

に
世
界
的
に
見
れ

ば
１
３
６
５
兆
円

と
い
う
桁
違
い
の

効
果
が
米
国
で
試

算
さ
れ
て
い
る
▼

ち
な
み
に
東
京
五
輪
の
経

済
効
果
は
、
招
致
が
決
定

し
た
２
０
１
３
年
か
ら
の

10
年
間
で
約
30
兆
円
（
都

試
算
）。
五
輪
を
上
回
る
５

Ｇ
の
効
果
は
、
五
輪
効
果

の
幾
分
か
が
出
尽
く
し
て

い
る
の
に
対
し
、
今
後
一

気
に
く
る
。
そ
の
イ
ン
パ

ク
ト
た
る
や
絶
大
だ
ろ
う

▼
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
を
活
用

す
る
次
世
代
製
造
に
向
け

た
取
組
み
も
飛
躍
し
加
速

す
る
。「
工
作
機
械
な
ど

の
工
場
設
備
が
、
次
世
代

通
信
の
端
末
的
存
在
に
な

る
日
は
遠
く
な
い
だ
ろ
う
」

と
は
、
準
大
手
機
械
メ
ー

カ
ー
で
開
発
を
仕
切
る
経

営
幹
部
の
弁
だ
▼
し
か
し

ま
だ
全
体
像
が
見
え
に
く

い
。
５
Ｇ
関
連
ビ
ジ
ネ
ス

が
順
調
に
立
ち
上
が

る
か
も
ク
エ
ス
チ
ョ

ン
。
く
だ
ん
の
経
営

幹
部
は
「
他
社
よ
り

先
行
し
て
５
Ｇ
に
対

応
し
た
い
が
、
２
歩

も
３
歩
も
前
に
出
よ

う
と
す
る
と
、
ポ
イ

ン
ト
が
ず
れ
そ
う
だ
」

と
苦
笑
し
た
▼
「
だ

か
ら
足
下
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
開
発
と
、
中
長
期

的
な
５
Ｇ
等
に
対
応
し
た

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
の
２

足
の
わ
ら
じ
を
心
掛
け
て

い
る
」
と
言
う
▼
各
社
各

様
の
水
面
下
の
動
き
は
５

Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
本
格
化
と
と

も
に
一
気
に
表
に
出
る
。
そ

れ
が
も
う
秒
読
み
段
階
に

入
っ
た
。

筑
波
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

で
、
風
通
し
よ
く
フ
ラ
ッ
ト
な
立
場
で

意
見
交
換
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
」（
大
槻
氏
）。

　

１
９
７
７
年
に
創
立
し
た
筑
波
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
。
自
動
車
か
ら
精
密
機

器
ま
で
様
々
な
製
造
現
場
の
自
動
化
を

手
掛
け
、
茨
城
県
下
屈
指
の
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ

と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
る
。
社
屋
に
は

設
計
部
門
か
ら
製
造
部
門
、
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
ま
で
、
自
動
化
設
備
を
一
気

通
貫
で
提
供
で
き
る
設
備
が
整
っ
て
い

る
。

　

大
槻
氏
は
「
食
べ
て
い
く
た
め
に
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
仕
事
を
請
け
負
っ
て

い
た
結
果
、
こ
う
な
っ
た
」
と
謙
遜
す

る
が
、
現
在
で
は
大
手
メ
ー
カ
ー
の
製

造
ラ
イ
ン
構
築
を
任
さ
れ
る
ほ
ど
だ
。

　

同
社
が
得
意
と
し
て
い
る
の
は
、
イ

ン
サ
ー
ト
成
形
の
自
動
化
。
射
出
成
形

機
に
作
業
員
を
配
置
し
て
、
一
日
何
千
、

何
万
回
と
い
う
作
業
を
人
手
で
行
う
現

般
的
な
ロ
ボ
ッ
ト
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
の
労
働
環

境
は
、
比
較
的
残
業
が
多
く
決
し
て
良

好
な
就
労
環
境
で
は
な
い
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。
だ
が
、
同
社
で
は
ほ
と
ん
ど

の
社
員
が
残
業
ゼ
ロ
で
帰
途
に
着
く
。

　

だ
が
省
人
化
、
省
力
化
を
進
め
る
立

場
の
同
社
も
、
昨
今
の
人
手
不
足
と
は

無
縁
で
は
な
い
。
大
槻
氏
も
喫
緊
の
課

題
と
し
て
挙
げ
る
の
が
新
た
な
人
材
の

登
用
だ
。

　
「
ベ
テ
ラ
ン
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る

の
で
、
彼
ら
が
持
っ
て
い
る
技
術
を
次

代
に
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
で
す
が
、
な
か
な
か
人
が
集
ま

ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。
ち
な
み
に
ウ

チ
な
ら
入
っ
て
す
ぐ
に
重
要
な
案
件
に

携
わ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
フ
ォ
ロ
ー
も

し
っ
か
り
し
ま
す
が
、
長
い
下
積
み
を

経
て
…
…
な
ん
て
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

組
織
が
フ
ラ
ッ
ト
で
自
由
度
も
高
い
で

す
か
ら
、
自
動
化
・
ロ
ボ
ッ
ト
化
を
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
感
覚
で
取
り
組
ん
で

も
ら
え
る
職
場
な
の
で
は
な
い
か
、
と

自
負
し
て
い
ま
す
」

取
締
役
の
み
。
そ
の
息
子
で
あ
り
、
営

業
部
門
の
中
心
的
な
立
場
に
い
る
大
槻

歩
氏
の
名
刺
に
は
「
営
業
担
当
」

と
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。

　
「
ウ
チ
は
特
に
役
職
と
か
を
設

け
て
い
な
い
ん
で
す
よ
。
社
員
全

員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
お
け

る
『
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
』
で
す
。

自
分
の
仕
事
に
誇
り
と
責
任
を

持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
様
々
な
案
件
が
同

時
に
多
数
進
行
し
て
い
ま
す
の

　

約
35
名
の
社
員
の
中
で
、
肩
書
き

が
あ
る
の
は
創
業
者
の
大
槻
雅
晴
代
表

場
も
少
な
く
な
い
。
だ
が
、
同
社
で
は

多
関
節
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
た
イ
ン
サ
ー

ト
挿
入
や
ア
ウ
ト
サ
ー
ト
を
可
能
に
す

る
。
ま
た
、
ゲ
ー
ト
カ
ッ
ト
機
や
バ
リ

取
り
装
置
、
パ
レ
ッ
ト
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
、

外
観
検
査
等
の
後
工
程
を
行
う
装
置
を

組
み
合
わ
せ
た
完
全
省
人
化
ラ
イ
ン
の

構
築
も
提
案
し
て
い
る
。

　
「
成
形
の
自
動
化
に
お
い
て
、
重
要

な
の
は
金
型
を
壊
さ
な
い
こ
と
。
イ
ン

サ
ー
ト
に
は
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
っ
た
り
、

不
良
品
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
こ
と
も
稀

に
あ
り
ま
す
。
弊
社
で
は
多
関
節
ロ

ボ
ッ
ト
に
セ
ン
サ
な
ど
様
々
な
仕
掛
け

を
施
し
、
金
型
を
保
護
す
る
た
め
の
安

全
対
策
も
提
案
で
き
ま
す
」

■
で
き
る
だ
け
就
業
時
間

内
に
終
わ
ら
せ
る
　

　

こ
の
４
月
か
ら
の
法
改
正
で
「
働
き

方
改
革
」
が
声
高
に
叫
ば
れ
る
中
、
一

Memo
筑波エンジニアリング
1977年設立、社員35人
本社：茨城県稲敷郡阿見町阿見原 5445-8
年間 40 ～ 50 の自動化案件を納入

　営業担当の大槻歩氏の前職は、在京キー局で様々
な有名テレビドラマを手掛けたＴＶディレクター。異
業種からSIer 業界への転身について「慣れないこと
も多く最初は戸惑ったが、いまでは複雑な案件を納
入し、お客様に喜んで貰えた時の充実感は何にも変
えがたい」と語る。

　

ロ
ボ
ッ
ト
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

を
主
に
担
当
す
る
佐
野
さ
ん

は
「
納
期
か
ら
逆
算
し
て
、

な
る
べ
く
就
業
時
間
中
に
全

て
の
タ
ス
ク
が
終
わ
る
よ
う

に
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
誰

も
が
多
く
の
案
件
を
抱
え
て

い
ま
す
が
、
残
業
は
ほ
と
ん

ど
し
て
い
ま
せ
ん
よ
。
残
っ

て
や
れ
ば
誰
で
も
で
き
ま
す

か
ら
ね
」
と
社
員
そ
れ
ぞ
れ

の
仕
事
に
取
り
組
む
意
識
の

高
さ
を
強
調
す
る
。

同
社
が
得
意
と
す
る
イ
ン

サ
ー
ト
成
形
の
自
動
化
ラ
イ

ン
と
大
槻
歩
営
業
担
当

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
取
り
組

む
佐
野
さ
ん

　

一
般
的
に
４
Ｇ
か
ら
５

Ｇ
に
変
わ
る
こ
と
で
通
信

速
度
は
１
０
０
倍
に
、
超

世界10カ国経営幹部1800人調査

５Ｇ市場「不透明感」と「期待感」
　
企
業
幹
部
の
60
％
は
、
５
Ｇ
（
第
５
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
）
が
２
０
２
２
年
ま
で
に
世

界
全
人
口
を
カ
バ
ー
す
る
と
見
る
―
―
。
経
営
コ
ン
サ
ル
大
手
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
は
、
２
０
１
８

年
12
月
〜
２
０
１
９
年
１
月
に
か
け
て
世
界
10
カ
国
（
日
、
米
、
独
、
英
、
仏
、
伊
他
4
カ
国
）、

12
部
門
で
経
営
幹
部
１
８
２
８
人
（
９
１
５
人
の
Ｉ
Ｔ
意
思
決
定
者
及
び
９
１
３
人
の
ビ
ジ
ネ

ス
意
思
決
定
者
）
に
実
施
し
た
５
Ｇ
に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
の
結
果
を
公
表
し
た
。

低
遅
延
に
よ
る
信
頼
性
の

向
上
、
同
時
接
続
で
き
る

端
末
数
も
１
０
０
倍
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
だ

が
、
同
調
査
に
回
答
し
た

約
１
８
０
０
人
の
企
業
幹

部
で
「
４
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

か
ら
５
Ｇ
に
変
わ
る
こ
と

で
、
ス
ピ
ー
ド
と
容
量
に
革

命
的
な
変
化
を
も
た
ら
す
」

と
考
え
て
い
る
の
は
37
％

に
と
ど
ま
り
、「
５
Ｇ
を
活

用
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
沸
か

な
い
」（
72
％
）
と
い
う
回

答
も
多
く
見
ら
れ
た
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
し
ば

ら
く
時
間
が
か
か
る
」、「
事

業
や
生
産
性
に
与
え
る
影

響
が
わ
か
ら
な
い
」、「
デ
バ

イ
ス
が
ま
だ
流
通
し
て
い
な

い
」、「
料
金
体
系
が
不
明
」

と
い
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。

　
一
方
で
、
５
Ｇ
が
ビ
ジ
ネ

ス
上
で
の
競
争
に
お
い
て
、

重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と

も
認
め
て
い
る
。
幹
部
ら
の

72
％
が
「
５
Ｇ
で
使
用
す
る

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
顧
客

と
の
連
携
を
深
め
、
競
争

力
を
高
め
る
」
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
産
業
に
よ
っ
て

期
待
す
る
分
野
も
異
な
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
幹
部
の

半
数
以
上
（
53
％
）
は
、
５

Ｇ
が
遠
隔
地
や
不
便
な
地

域
に
革
命
的
な
影
響
を
与

え
る
と
回
答
し
て
い
る
。

　

ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
部
門
の
ジ
ョ
ー

ジ
・
ナ
チ
ス
氏
は
、「
３
Ｄ

映
像
の
普
及
や
自
動
走
行

車
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と

い
っ
た
先
端
技
術
は
ま
だ
漠

然
と
し
た
未
来
し
か
見
え

て
い
な
い
が
、
５
Ｇ
に
よ
り

革
新
的
な
進
歩
を
遂
げ
る

だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
技
術

進
歩
の
見
通
し
を
は
っ
き
り

さ
せ
る
上
で
、
最
も
中
心

的
な
役
割
を
果
た
す
の
は
、

イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
通

信
プ
ロ
バ
イ
ダ
に
な
る
」
と

語
る
。

　

ま
た
、
経
営
幹
部
た
ち

が
５
Ｇ
導
入
の
リ
ス
ク
と

し
て
「
先
行
投
資
の
増
加
」

（
36
％
）、「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
確
保
」（
32
％
）、「
従
業

員
に
よ
る
経
営
権
の
買
収
」

（
29
％
）
を
挙
げ
て
い
る
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
し
て

は
、
裏
を
返
せ
ば
経
営
幹

部
の
68
％
は
５
Ｇ
を
使
用

す
る
こ
と
で
ビ
ジ
ネ
ス
の
安

全
性
が
向
上
す
る
、
と
捉

え
て
い
る
と
も
言
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
回
答
に
つ
い

て
、ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
は「
経

営
幹
部
た
ち
に
と
っ
て
も
、

ま
だ
ま
だ
５
Ｇ
に
対
す
る

知
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。

し
っ
か
り
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
構
築
さ
れ
て
か
ら
で
な
い

と
、
実
際
に
運
用
す
る
上
で

の
リ
ス
ク
や
不
確
実
性
が

見
え
て
こ
な
い
部
分
も
あ

る
の
も
事
実
。
だ
が
、
５

Ｇ
が
企
業
に
も
た
ら
す
価

値
や
可
能
性
を
感
じ
取
っ

て
い
る
リ
ー
ダ
ー
も
多
数
い

る
」
と
分
析
す
る
。
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経営幹部の５Ｇに対する評価

５Ｇで想定されるリスク

５Ｇの将来的見通し

経営幹部の５Ｇに対する評価

4G と 5Gではさほど変わらない

スピード・容量ともに革命的に変化する

5Gを活用するイメージが沸かない

53

５Ｇで想定されるリスク

５Ｇの将来的見通し

５Ｇで想定されるリスク

５Ｇの将来的見通し５Ｇの将来的見通し

％％

37％％
72％％

2022 年までに世界全人口をカバーする

5Gが顧客との連携を深め、競争力を高める

37％％

（％）

（％）

（％）

72％％

先行投資の増加

セキュリティの確保

従業員による経営権の買収

36％％
32％％
29％％

（出展：日、米、英、独、仏、伊、西、豪、シンガポール、アラブ首長国連邦の
　10 カ国の経営幹部層 1828 名に実施したアクセンチュアによるオンライン調査結果）


